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長野県議会長野県議会

会派だより会派だより
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２
０
０
９
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
前
年
度
当
初

比
約
９
億
円
の
減
の
、
総
額

８
３
２
２
億
円
で
す
が
、
経

済
対
策
の
た
め
前
倒
し
し
た

０８
年
度
補
正
を
含
め
れ
ば
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
予
算
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
期

総
合
計
画
（
５
カ
年
計
画
）

の
第
２
年
度
と
し
て
、
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
喫
緊
の
経
済
対
策
の
た

め
切
れ
目
な
く
事
業
に
取
り

組
む
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
構
築
に
向
け
、
受
益
者

負
担
の
考
え
方
も
踏
ま
え
、

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
補
助

金
の
見
直
し
や
各
種
手
数
料

等
の
値
上
げ
も
認
め
ら
れ
ま

し
た
。 

　
県
立
病
院
の
地
方
独
立
法

人
化
（
し
く
み
は
別
図
を
参

照
）
に
つ
い
て
は
、
代
表
質

問
（
寺
島
議
員
）、
一
般
質
問

（
下
沢
議
員
）、
衛
生
委
員
会

（
小
島
議
員
）
で
、
議
論
が
重

ね
ら
れ
ま
し
た
。
わ
が
会
派

と
し
て
は
、「
中
期
目
標
」
な

ど
病
院
運
営
の
具
体
的
な
姿

を
、
県
議
会
や
県
民
に
で
き

る
だ
け
早
く
示
す
よ
う
強
く

。
た
し
ま
し
成
賛
で
上
た
め
求

 

 

　
今
回
の
代
表
質
問
は
副
代

表
の
寺
島
義
幸
議
員
が
行
い

ま
し
た
。 

Ｑ
　
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

今
後
歳
出
削
減
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
？ 

Ａ
　
適
正
な
定
員
管
理
や
給

与
構
造
改
革
の
実
施
、
繰
上

償
還
に
よ
る
公
債
費
負
担
の

軽
減
な
ど
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
た
い
。 

Ｑ
　
福
祉
現
場
の
雇

用
環
境
を
整
え
、
マ

ン
パ
ワ
ー
を
移
動
さ

せ
て
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
力
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
は
？ 

Ａ
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
若
者
か
ら
魅
力
あ

る
仕
事
と
し
て
評
価
・

選
択
さ
れ
、
従
事
者

の
定
着
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
、
積
極
的
に
対
応
を

し
た
い
。 

Ｑ
　「
長
野
県
版
緑
の
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」
を
検
討

し
て
、
新
た
な
雇
用
創
出
を

図
り
、
県
内
経
済
を
上
昇
さ

せ
る
こ
と
は
い
か
が
か
？ 

Ａ
　
国
家
戦
略
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
長

野
県
の
産
業
特
性
を
活
か
し

た
振
興
策
を
検
討
し
た
い
。 

Ｑ
　
せ
っ
か
く
始
め
た
「
勤

労
者
生
活
資
金
緊
急
融
資
制

度
」
が
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
の
救
済
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
。
速
や
か
な
改
善
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
？ 

Ａ
　
保
証
機
関
の
保
証
が
制

度
上
欠
か
せ
な
い
が
、
運
用

面
に
お
い
て
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
検
討
す
る
。 

Ｑ
　
県
民
に
良
く
わ
か
る
よ

う
な
新
た
な
「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
示
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
？ 

Ａ
　
中
期
総
合
計
画
で
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
「
７

つ
の
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

全
て
の
県
民
が
将
来
に
わ
た

っ
て
夢
や
希
望
が
持
て
る
、

そ
う
い
う
長
野
県
づ
く
り
を

進
め
た
い
。 

　

　
こ
の
ほ
か
、
需
要
創
出
の

た
め
の
公
共
投
資
、
商
工
団

体
へ
の
支
援
、
付
帯
決
議
へ

の
そ
の
後
の
対
応
、
県
組
織

の
見
直
し
、
少
子
化
対
策
、

観
光
や
農
業
振
興
、
高
校
や

特
別
支
援
学
校
再
編
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
理
事
者
の
姿
勢

を
質
し
ま
し
た
。

　21年度の当初予算は、主要事業を「7つのプ
ロジェクト」で掲げ、その一つに「出産・子育て
にやさしい県への挑戦」として、「県民が一体と
なった少子化対策の推進」や「出産・育児の支援
体制づくり」などを、重点課題として盛り込んで
います。
　子育て応援に関わる施策の中には、「乳幼児児
童医療給付」があり、これまでは、受給者の負担
がレセプトあたり300円で、県内の就学前の児
童が受診できました。しかし、県は支給について、
受給者負担を500円に増額する方針を打ち出し
したため、私たちは、子育て支援に逆行しない
ように、制度の設計を再検討するなど求めました。
また、少子化対策と合わせ、関連する事業を、部
局横断的に力強く連携して取り組むよう要望し
ました。
　安心の子育て実現のために国への要望として、
わが会派からは、「安心こども基金に関する意見
書案」「妊婦健康診査への支援の推進に関する意
見書案」「子育て家庭に対する経済的支援の充実
を求める意見書案」を提出し、いずれも全会一
致で可決されました。

子育て支援の
　力強い推進を

　
「
県
立
病
院
の
民
間

移
譲
」
等
の
件
に
つ
い

て
２
月
に
福
岡
県
へ
調

査
に
行
っ
た
折
、
諫
早

湾
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。

　
平
安
時
代
、
そ
こ
は

ま
だ
海
で
あ
っ
た
。
後

は
い
き
な
り
の
山
。
水

田
が
で
き
る
平
地
は
猫

の
額
。
し
か
し
、
海
に

降
っ
た
雲
仙
岳
の
火
山

灰
が
海
流
に
乗
っ
て
海

辺
に
堆
積
し
浅
い
海
と

な
っ
て
い
っ
た
。
先
人

達
は
考
え
た
。
こ
こ
を

陸
地
に
変
え
水
田
に
す

る
に
は
。
堤
防
を
築
き

海
水
の
浸
入
を
遮
断
。

排
水
し
雨
で
塩
分
が
除

去
さ
れ
田
と
な
る
ま
で

長
い
時
の
経
過
を
待
つ
。

こ
の
戦
い
を
数
百
年
繰

り
返
し
田
を
広
げ
て
き

た
。

　
現
代
の
土
木
技
術
は

こ
れ
を
一
瞬
で
な
し
と

げ
た
。
農
地
の
確
保
か

海
の
生
業
の
継
続
か
。

「
歴
史
」
と
「
今
」
と

の
間
で
、
賛
否
を
問
う

こ
と
の
難
し
さ
を
思
う
。

　
1
月
13
日
に
、
16
年
ぶ

り
と
な
る
臨
時
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
世
界
的
な
金
融

危
機
が
、
わ
が
国
の
地
方
の

実
体
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
長
野
県
内
に
お
い

て
も
輸
出
や
投
資
の
需
要
が

減
少
し
、
雇
用
が
目
に
見
え

て
悪
化
す
る
な
ど
、
経
済
が

危
機
的
状
況
に
陥
る
中
、「
暮

ら
し
を
守
り
、
地
域
力
を
示

そ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も

と
、
緊
急
経
済
対
策
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
補
正

予
算
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
約

56
億
円
に
よ
る
事
業
の
規

模
は
、
合
計
で
約
72
億
円
と

な
り
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
「
く
ら
し
の

安
定
、
生
活
者
へ
の
支
援
、

雇
用
の
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
に
関
す
る
決
議
」
が
な

さ
れ
、
関
連
の
意
見
書
も
国

に
提
出
し
ま
し
た
。

諫早湾干拓と歴史の重み諫早湾干拓と歴 重み拓と歴史の重み拓と歴

切
れ
目
な
い
経
済
対
策
な
ど

く
ら
し
を
守
り
、
く
ら
し
に
活
力
を

切
れ
目
な
い
経
済
対
策
な
ど

切
れ
目
な
い
経
済
対
策
な
ど

切
れ
目
な
い
経
済
対
策
な
ど

く
ら
し
を
守
り
、
く
ら
し
に
活
力
を

く
ら
し
を
守
り
、
く
ら
し
に
活
力
を

く
ら
し
を
守
り
、
く
ら
し
に
活
力
を

寺
島
副
代
表
が

代
表
質
問

寺
島
副
代
表
が

寺
島
副
代
表
が

寺
島
副
代
表
が

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

代表質問に立つ寺島副代表

緊
急
経
済
対
策
で
16
年
ぶ
り
臨
時
議
会海水と淡水を分ける堤防

　
２
月
１９
日
に
開
会
し
た
定
例
県
議
会
は
、
３
月
１６
日
の
本
会
議
で
議
案
の
採
決
を

行
い
、
総
額
８
３
２
２
億
円
の
２
０
０
９
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
、
地
方
独
立

行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構
定
款
案
な
ど
、
県
側
提
出
の
計
６９
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。
　
　 

　 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等
の
改
選
も
行
わ
れ
、
わ
が
会
派
は
別
表
の
と
お
り
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

 

選
択
と
集
中  

で
中
期
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進

　
新
年
度
予
算
、
県
立
病
院
関
連
条
例
案
な
ど
を
可
決

”

 

“

（○副委員長）

2009年度担当委員会2009年度担当委員会

　倉田竜彦

　竹内久幸

　森田恒雄

○小島康晴

　寺島義幸

　　島陽子

　寺島義幸

　竹内久幸

　下沢順一郎

　森田恒雄

　松山孝志

　宮澤宗弘

○野澤徹司

○松山孝志

　下沢順一郎

　下村恭

　下沢順一郎

○小島康晴

　

　竹内久幸

総務企画警察

社会衛生

環境商工観光

農政林務

危機管理建設

文教企業　　

議会運営

公共交通
　対策特別

決算特別
　　（内定）

地方独立行政法人のしくみ参 考

【議決事項】
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今
回
の
一
般
質
問
で
は
、「
境
を
越
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
境
を
越
え
た
交
流

へ
の
支
援
や
、
部
局
の
境
（
カ
ベ
）
を
越
え
た
中
期
総
合
計
画
の
推
進
体
制
な
ど
、

理
事
者
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
県
立
病
院
の
地
方
独
立
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
委

員
会
で
論
議
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
会
派
を
代
表
し
て
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

222月県議会月県議会月県議会

一般質
問

県
境
交
流
、
部
局
横
断
・
・
・

県
境
交
流
、
部
局
横
断
・
・
・

　
「
境
」
を
越
え
る
意
義
を
訴
え
る

「
境
」
を
越
え
る
意
義
を
訴
え
る

　早いもので、任期４年の折り返しを迎
えました。この間の県民の皆様のご支援・
ご協力に心から感謝し、御礼申し上げます。
　経済・社会が先行き不透明な今日、政
治の果たすべき役割が非常に大きいもの
と責任を痛感しています。
　本年度は、「農政林務委員会」の副委
員長に選任されました。また、「公共交
通対策特別委員会」の副委員長も引き続
き担当いたします。これらを中心にしな
がら、議会基本条例や過疎中山間地振興
条例の制定をはじめ、諸課題に鋭意取り
組んで参ります。変わらぬご指導・ご鞭
撻賜りますよう、よろしくお願いいたし
ます。
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〒380-8570　長野市南長野字幅下692-2
電話(026)232-0087  FAX(026)231-5592
HP://www.kaikaku-ryokushin.com
E-mail:kaikaku-ryokusin@grace.ocn.ne.jp

長野県議会 改革・緑新
みなさまのご提言やご要望をお寄せ下さい。
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決意も新たに

　
県
立
病
院
の
地
方
独
立

法
人
化
に
関
わ
る
２
つ
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
私
が
社

会
衛
生
委
員
会
で
集
中
的

に
質
疑
を
し
ま
し
た
が
、

改
め
て
会
派
の
意
志
を
示

す
た
め
賛
成
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
提
案
は
法
律
に

基
づ
き
、「
定
款
」
と
「
評

価
委
員
会
」
を
定
め
る
も

の
で
、
い
わ
ば
入
り
口
論
、

手
続
き
論
で
あ
り
、
具
体

的
な
病
院
の
姿
を
示
す
「
中

期
目
標
」
な
ど
が
後
回
し

の
た
め
、
約
４
万
８
千
人

の
請
願
署
名
な
ど
に
示
さ

れ
る
、
県
民
の
不
安
の
声

に
十
分
応
え
る
も
の
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
県
の
直
営
か
ら
一

歩
離
れ
、
よ
り
自
由
・
柔

軟
な
運
営
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
同
時
に
県
議
会

か
ら
も
一
歩
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
病
院
運
営
に

県
議
会
や
県
民
の
声
を
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
か
、

地
方
分
権
の
本
旨
に
沿
っ

た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
刻
も

早
く
「
中
期
目
標
」
や
「
中

期
計
画
」
の
素
案
な
ど
を

示
す
べ
き
で
、
そ
の
上
で
し

っ
か
り
検
討
し
、
判
断
す
る

べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

県
政
報
告
会
に
て

農業で起業の現場視察
注
文
を
つ
け
な
が
ら

注
文
を
つ
け
な
が
ら

　
病
院
独
立
法
人
化
で
賛
成
討
論

病
院
独
立
法
人
化
で
賛
成
討
論

【
小
島
議
員
】
三
遠
南
信
サ

ミ
ッ
ト
は
１６
回
目
と
な
り
、

幅
広
い
市
民
が
参
画
し
て
い

る
。
県
境
を
越
え
た
交
流
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
支
援

す
る
の
か
。

【
村
井
知
事
】
県
域
を
越
え

た
連
携
は
地
域
の
振
興
に
欠

か
せ
な
い
。
各
地
域
で
の
広

域
的
な
取
組
み
を
引
き
続
き

支
援
し
た
い
。
と
り
わ
け
、

下
伊
那
地
方
で
交
流
を
実
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

三
遠
南
信
道
路
の
整
備
が
本

当
に
大
事
で
あ
る
。

　
○
近

都
市
へ

【
小
島
議
員
】
観
光
戦
略
、
農

政
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
、

大
都
市
で
の
Ｐ
Ｒ
も
当
然
必

要
だ
が
、
近
隣
の
い
わ
ば
中

都
市
を
狙
っ
た
Ｐ
Ｒ
も
考
え

る
べ
き
で
は
。

【
観
光
部
長
】
浜
松
な
ど
隣

接
す
る
県
の
都
市
と
は
、
様
々

な
つ
な
が
り
が
あ
り
、
長
野

県
へ
の
誘
客
に
Ｐ
Ｒ
効
果
が

期
待
で
き
る
。
平
成
２２
年
秋

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
な

ど
、
県
境
を
越
え
て
、
近
隣

の
都
市
へ
積
極
的
に
発
信
し

た
い
。

【
農
政
部
長
】
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
に
配
置
し
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
担
当
が
窓
口
と
な
り
、

県
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
売

り
込
み
相
手
を
見
極
め
、
大

都
市
圏
と
と
も
に
、
幅
広
い

地
域
も
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｒ
、

販
路
開
拓
に
努
め
た
い
。

【
小
島
議
員
】
本
県
の
産
業

活
性
化
策
の
柱
で
あ
る
「
知

的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」

の
第
Ⅰ
期
の
成
果
、
進
行
中

の
第
Ⅱ
期
の
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
県
内
の
産
業
界
へ
広

く
波
及
す
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
か
。

【
商
工
労
働
部
長
】
第
Ⅰ
期

の
成
果
と
し
て
、
特
許
出
願

２
３
３
件
、
試
作
品
２１
件
が

実
現
し
、
大
き
な
成
果
を
収

め
た
。
第
Ⅱ
期
事
業
は
、
平

成
１９
年
か
ら
５
年
計
画
で
実

施
し
て
お
り
、
約
９０
の
研
究

テ
ー
マ
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
６
０
０
件
の
企
業

訪
問
を
行
い
研
究
成
果
の
普

及
に
努
め
て
い
る
。

【
小
島
議
員
】
農
業
振
興
に

お
い
て
、
育
成
支
援
策
が
新

規
就
農
者
に
手
厚
く
、
農
業

後
継
者
に
手
薄
に
な
っ
て
い

る
と
の
声
が
あ
る
。

【
農
政
部
長
】
農
業
後
継
者

に
つ
い
て
は
、
農
業
大
学
校

等
で
の
修
学
、
先
進
的
農
家

や
海
外
研
修
へ
の
支
援
、
就

農
後
は
、「
青
年
農
業
者
講
座
」

の
開
設
や
、
仲
間
づ
く
り
活

動
の
支
援
な
ど
行
っ
て
い
る
。

資
金
面
で
も
、
本
年
度
、
農

業
後
継
者
に
対
す
る
就
農
支

援
金
を
創
設
し
た
。

【
小
島
議
員
】
７
つ
の
挑
戦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
進
行

管
理
の
責
任
は
誰
が
と
っ
て

い
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
そ
れ
ぞ
れ
と

り
ま
と
め
部
局
を
設
置
し
、

関
係
部
局
が
連
携
し
て
取
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
副
知

事
を
キ
ャ
ッ
プ
と
す
る
「
企

画
調
整
委
員
会
」
に
お
い
て

調
整
し
て
い
る
。

【
村
井
知
事
】
県

の
内
部
で
総
合
調

整
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
、
今
年
度
、

初
年
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
全
力
を
尽
く
し

て
実
現
の
た
め
に
努
め
た
い
。

【
小
島
議
員
】
先
の
議
会
に

お
け
る
「
羽
場
大
瀬
木
線
な

ど
不
要
不
急
の
事
業
」
と
の

発
言
は
許
せ
な
い
。
中
期
総

合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
、

幹
線
道
路
や
生
活
道
路
な
ど

の
整
備
を
着
実
に
推
進
す
べ

き
で
あ
る
。

【
建
設
部
長
】
道
路
は
、
地
域

社
会
の
活
力
と
安
心
安
全
の

暮
ら
し
を
守
る
重
要
な
社
会

基
盤
で
あ
り
、
今
後
と
も
選

択
と
集
中
に
よ
り
、
中
期
総

合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
道
路

整
備
の
着
実
な
進
展
を
図
り

た
い
。

【
小
島
議
員
】
県
の
「
１
自
治

体
１
商
工
団
体
」
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
り
、
市
町
村
合

併
の
特
例
の
よ
う
な
手
厚
い

支
援
策
を
講
ず
る
べ
き
。

【
商
工
労
働
部
長
】
統
合
等

を
実
施
し
た
団
体
が
不
利
益

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
平
成

22
年
度
か
ら
５
年
間
の
移

行
調
整
期
間
を
新
た
に
設
定

し
「
優
遇
措
置
」
を
延
長
し

た
い
。
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近
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近
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近
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成
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は
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成
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中
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推
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期
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画
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中
期
総
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計
画
と

中
期
総
合
計
画
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道
路
整
備

　
道
路
整
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道
路
整
備
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商
工
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体

　
へ
の
支
援

統
合
し
た
商
工
団
体

統
合
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た
商
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団
体

統
合
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商
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団
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の
支
援

　
へ
の
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へ
の
支
援

　
昨
年
に
続
き
、
今
回
も
飯
田
か
ら
多
く
の
方
に
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
、
勇
気
百
倍
で
一
般
質
問
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
も
あ

り
、
県
庁
内
の
施
設
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 旅旅旅旅旅旅旅旅

の
旅
の
旅
の
旅
の
旅
のののののの
聴
のの
聴聴
の
聴
の
聴聴
傍傍傍傍傍傍傍
会会会会会会会会会会会

県県県県県県県
議
会
傍
聴
の
旅

防災センターにて

通信指令課にて

傍聴席にて

時折傍聴席にも目を向けて

会派室・代表を囲んで

最後に議会棟前で
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